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東アジア文化都市2025鎌倉市
助成事業・認証事業

事業説明会



本日の配付資料

◼ 事業説明会スライド

◼ 助成事業 募集要項

◼ 認証事業 募集要項

◼ 対象経費、対象外経費のポイント



本日の次第

１ 東アジア文化都市事業について

２ 助成事業・認証事業について

３ 応募方法

４ 事業の実施にあたっての注意事項

５ 実績報告について

６ 質疑応答



東アジア文化都市事業について

○東アジア文化都市とは

日本・中国・韓国の３か国において、文化芸術による発展を目指す都市

を選定し、その都市において、現代の芸術文化や伝統文化、また多彩な生

活文化に関連する様々な文化芸術イベント等を実施する文化庁の事業です。

これにより、東アジア域内の相互理解・連帯感の形成を促進するとともに、

東アジアの多様な文化の国際発信力の強化を図ることを目指します。

過去には、日本から奈良市や京都市が選定されており、2025年は鎌倉市

が選定されました。



東アジア文化都市事業について

○2025年の選定都市

日本 鎌倉市

中国 マカオ特別行政区、湖州市

韓国 安城市
アンソン



助成事業・認証事業について

○対象となる団体

１
鎌倉市内に所在地がある、又は定期的に市内
で活動している。

２
規約・定款等を有し、かつ代表者及び役員等
が置かれている。

３ 事業実施において、明確な会計経理が行える。

助成

助成 認証

助成



助成事業・認証事業について

○対象となる事業

１ 鎌倉市内で実施される事業又は活動である。

２
日本の芸術文化に加え、中国又は韓国の芸術文化に
触れる内容である。

３

次のいずれかの要素を付加した事業又は活動である。

①地域資源を活かした文化の魅力の国内外への発信
②青少年が伝統文化に触れる機会の創出
③文化と他分野との協働による地域・社会課題への

対応
④文化を担う次世代の育成

助成 認証

助成

助成 認証



助成事業・認証事業について

○対象となる事業

２
日本の芸術文化に加え、中国又は韓国の芸術文化に
触れる内容である。

⚫ 中国又は韓国、いずれかの文化・芸術に関する要素が入っていればＯＫ

⚫ 中国又は韓国が由来の芸術文化であるというだけでなく、その歴史について解説す
る、参加者にそれぞれの国の違いを知ってもらうことが必要

【例】

⚫ 日本の名歌を中国語・韓国語で歌う

⚫ 日本・中国・韓国の寺院の建築様式を比較する

⚫ 中国・韓国の食卓文化を体験し、食器・マナーなど日本との違いを学ぶ

助成

ポイント



助成事業・認証事業について

○対象となる事業

３

次のいずれかの要素を付加した事業又は活動である。

①地域資源を活かした文化の魅力の国内外への
発信

例

助成 認証

【認証】

⚫ 社寺を会場としたアート展示

⚫ 「鎌倉野菜」を使った料理教室

【助成】

⚫ 社寺を会場とした日本・中国・
韓国の名所を描いたアート展示

⚫ 「鎌倉野菜」とキムチなどの発
酵食品を使った料理教室



助成事業・認証事業について

○対象となる事業

３
次のいずれかの要素を付加した事業又は活動である。

②青少年が伝統文化に触れる機会の創出

例

助成 認証

【認証】

⚫ 親子席を設けた和楽器による演
奏会

⚫ 和服を身に着けた子どもたちに
よるパレード

【助成】

⚫ 親子席を設けた三味線と二胡の
演奏会

⚫ 各都市の伝統衣装を身に着けた
子どもたちによるパレード



助成事業・認証事業について

○対象となる事業

３

次のいずれかの要素を付加した事業又は活動である。

③文化と他分野との協働による地域・社会課題
への対応

例

助成 認証

【認証】

⚫ アート×バリアフリー
…ピクトグラムから学ぶ暮らし
やすいまちづくり

⚫ アート×環境保全
…ビーチクリーンで集めた物を
素材にした作品づくり

【助成】

⚫ アート×バリアフリー
…日本・中国・韓国のピクトグ
ラムの違いを学ぶ

⚫ アート×環境保全
…ビーチクリーンで集めた物を
素材に各都市の世界遺産を作る



助成事業・認証事業について

○対象となる事業

３
次のいずれかの要素を付加した事業又は活動である。

④文化を担う次世代の育成

例

助成 認証

【認証】

⚫ 子ども向けの書道教室・展示

⚫ 文化交流をテーマにした青少年
の意見交換会

【助成】

⚫ 漢詩を題材に含む子ども向けの
書道教室・展示

⚫ 文化交流をテーマにした日本に
住む中国・韓国の青少年との意
見交換会



助成事業・認証事業について

○対象外の事業

⚫ 広く一般に公開されない事業

⚫ 政治的又は宗教的な宣伝意図を有する事業

⚫ 公序良俗に反する事業

⚫ 営利を目的とする事業

⚫ 売上げの全部又は一部を寄附することを目的とす
る事業

⚫ 鎌倉市から補助金又は助成金が交付される事業

助成 認証

助成



助成事業・認証事業について

○企画している事業が対象になるか知りたい

➡ 申請前にお気軽に事務局へご相談ください！



助成事業・認証事業について

○対象期間（事業実施期間）

令和７年（2025 年）１０月１日（水）から１２月３１日（水）まで

令和７年（2025 年） ３月１日（土）から１２月３１日（水）まで

認証

助成



助成事業・認証事業について

○支援内容

広報支援

⚫ 特設ウェブサイトへのイベント情報掲載

⚫ 市公式SNS（X、note）での情報発信

助成金の交付

⚫ 交付上限額 30万円

⚫ 交付率（額） 助成対象経費(※)の３分の２以内

助成 認証

助成



助成事業・認証事業について

※助成対象経費

募集要項の３ページに「助成対象経費一覧」、

４ページに「助成対象外経費一覧」を掲載しています。

「食文化」は助成事業の対象となりますが、
「飲食に係る経費」は助成対象経費に該当しませんのでご注意ください。

助成



助成事業・認証事業について

○特設ウェブサイトへのイベント情報掲載

「東アジア文化都市2025鎌倉市」特設ウェブサイト
の「イベント」ページに情報を掲載します。

【掲載内容】



助成事業・認証事業について

【掲載イメージ】

①

②

① ②



助成事業・認証事業について

○市公式SNS（X、note）での情報発信

X（旧Twitter）▶ note ▶



応募方法

○申請フォーム

東アジア文化都市2025鎌倉市公式ウェブサイトの申請フォームからご応

募ください。



応募方法

○申請フォームの入力項目

団体情報

• 団体名、団体所在地
• 代表者役職、氏名
• 担当者名（カナ）
• 電話番号、メールアドレス

助成金申請情報 • 助成対象経費 • 助成金交付申請額

事業内容

• 事業名
• 事業区分
• 事業目的
• 事業種別
• 事業概要
• 開催日程

• 開催場所
• 定員
• 参加料
• 参加申込み
• 事業の特長
• 事業の効果

• 今後の展望
• 運営体制
• 後援、共催
• 助成の必要性
• 認証事業への

申請希望

助成

認証

助成

助成

認証



応募方法

○添付書類

収支予算書（指定様式） 必須

団体概要書（指定様式） 必須

定款・団体規約等 必須

団体の役員及び構成員の名簿 必須

事業の写真又はチラシ等のデータ 任意

助成

助成 認証

助成 認証

助成 認証

助成 認証



事業の実施にあたっての注意事項

○広報物へのロゴマーク等の表示

ロゴマーク＋「助成事業」又は「認証事業」の表示をお願いします。

東アジア文化都市2025鎌倉市 助成事業



事業の実施にあたっての注意事項

○記録写真の撮影

SNS等に活用するため、事業の様子がわかる写真を撮影してください。



事業の実施にあたっての注意事項

○記録写真の撮影

↑ ◎…展示とともに参加者の様子がわかる ↑ △…展示状況はわかるが臨場感はない



事業の実施にあたっての注意事項

○記録写真の撮影

⚫ 記録写真は、事業終了後の実績報告の際にご提出いただきます。

⚫ ご提出いただいた写真は、実行委員会や市の事業報告、広報（広報か
まくら、SNS、ウェブサイト等）で幅広く活用します。

⚫ 人の顔が映っている写真は、上記のとおり使用されることの許可があ
らかじめ取れているものをご提出ください。



事業の実施にあたっての注意事項

○事業の内容変更又は中止について

事業の内容を変更又は中止する場合は、事前に申請書の提出が必要です。

ただし、広報媒体に掲載している内容や予算に影響を及ぼさないような
軽微な変更の場合、提出は不要です。

※申請書の提出の要否を確認しますので、必ず事前にご相談ください。



実績報告について

事務局業務受託事業者

特定非営利活動法人アートネットワーク・ジャパン

本日のご説明事項

・提出書類について

・収支決算書、経費明細書について

・証拠書類について

一番重要なのは募集要項です。

分からないことがあったら募集要項をご確認ください。



提出書類について

提出書類

実績報告書［様式７］

事業実績内訳書［様式８］

収支決算書［様式９］

経費明細書［様式10］

収入及び支出の証拠書類の写し

記録写真（３枚以上）

アンケート調査の結果（アンケートを実施した場合）

その他参考資料（チラシ、パンフレット等

提出期限

事業終了後90日以内又は令和８年１月30日（金）のいずれか早い方



提出書類について

提出する書類や期限についても、募集要項に記載あり

（募集要項７ページ）

指定様式の提出資料はメールで送付するURLからダウンロードできる

（Boxというクラウドストレージサービスを通じて）



収支決算書、経費明細書について

〇収支は一致させる

支出合計（対象経費＋対象外経費）と収入が一致するように記載する。

〇自己財源の書き方

補助金、助成金以外の収入は全て自己財源として記入

自己の負担分、入場料収入、協賛金など。

名目と金額が分かるように内訳に記載。

〇経費明細書に記載する支出は、証拠書類１枚につき１行



証拠書類について

収入及び支出の証拠書類の写しについて

詳しくは募集要項をご確認ください。

「対象経費、対象外経費のポイント」には重要なことを簡潔に記載してあるので
併せてご確認ください。

【注意】

助成対象期間外に支出された経費（助成対象期間外の契約に係る経費も含む）は、
助成対象経費として認められません。

つまり採択決定日より後～12/31の日付ならOK

※例えば請求書や契約書が4/1発行はNG



質疑応答



募集締切

令和７年（2025年） ７月１８日（金）１７：００ まで

令和７年（2025年）１１月２８日（金）１７：００ まで

認証

助成



問い合わせ先

東アジア文化都市2025鎌倉市実行委員会 事務局

（鎌倉市東アジア文化都市事業担当 内）

電 話：0467-23-3000（代表）（受付時間：平日8:30～17:00）

メール：east-asia@city.kamakura.kanagawa.jp

※下記の受託事業者から、提出書類等に関する事務連絡を行います。

特定非営利活動法人 アートネットワーク・ジャパン

メール：e-asia2025@anj.or.jp


